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共通教育について今振り返って思うことは、そもそも
「共通教育とは何なのか」というところを追求すべき
だったと思う。大学に入学して右も左もわからないまま
に、とにかく単位をとっていこうという思いの方が強い
まま共通教育を受講してしまっていたが、それではむし
ろ高校時代までの効率性重視の学習スタイルから脱却
できていなかったと感じる。大学での学習は効率よりも
むしろ学問をより深く探究するだとか、正しいとされて
いることに批判 的な目を向けて新しい知見を得ると
いった時間のかかる奥深い取り組みが必要になるもの
である。自明の事実を学習するのではなく、不確かなも
のに挑戦し続けていくまさに学問の先端を行く開拓地
が大学である。そこでは効率に気をとられ早まった不確
かな情報を世に発信してしまえば、たちまち社会に大変
な影響を与えかねない。高校までの学習内容とはまった
く異質なものを学ぶ場であることを意識しておくべき
なのだと思う。そのような場で共通教育というものはど
のような意味を持ち、どのような目的で執り行われてい
るのかを自分なりに追求してみることもまた大学らし
い学び方ではないだろうか。そういう学習姿勢が大学で
は必要になるのだと思う。
そんな思いを抱きながら改めて共通教育を考えたと
き、私はある一つの講義を思い出す。文系の私 にとって
まった く専門外の工学部での高分子に関する授業だ。こ
れは非常に難解であった。ただ、難解であっただけに必
死になって学んだし、わからない空白を埋めるために懸
命に立ち回った記憶は今なお鮮明である。そこで得た知
識が今 に生きているかと言えば正直NOで あるが、逆に
その経験 自体は今なお強 く自分の中に息づいている。
従って、教養というものは単なる知識に止まらず、知的
活動を推進していく力だとか、難解なものであ っても知
的好奇心に従ってこれを追求 してみる姿勢を持つ とい
うことも教養の一つのかたちなのではないだろうか。そ
うした基盤があれば、知識としての教養は生涯積み重ね
られていくものである し、難問に立ち向かった経験が自
信にもなっていくものである。そのようなことから、も
し現役で学習されている方がいれば是非「共通教育とは
何なのか」ということを自分な りに追求 し、その答えを
導き出していってもらいたい。そ うすることで、単なる
単位取得のための授業ではなく、価値ある学習機会とし
ての共通教育が目の前に開けてくるのではないだろう
か。与えられる学びか ら自ら追い求める学びへ。世界は
見方一つ、問い方一つで変わるのだということを体感 し
てほ しいと思う。
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